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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文の目的は、幼児が格助詞ガをどのように獲得していくのか、その過程を明らかにすることである。乳
幼児音声データベースを用いて、複数の幼児の長期に渡る発話データを詳細に分析し、初出以降の格助詞ガの
獲得過程を検証し、その過程を明らかにした。 
 第１章では、格助詞ガが語と語の関係を表す役割を担う格助詞の中で重要な位置を占めること、格助詞ガが
「主体」と「対象」という大きく異なる意味で用いられるということから、格助詞ガをテーマに選んだという
ことを述べた。第２章では、本論文で使用した発話データと分析ツールについて説明した。第３章では、幼児
が格助詞ガを産出し始める時期において、格助詞ガが他の語とは異なる存在であることに気づいており、詞と
述語を並べて応答する段階（段階Ⅰ）から、格助詞ガで名詞と述語を結び付けて応答する段階（段階Ⅱ）に移
行することを明らかにした。第４章では、格助詞ガが表す複数の用法を幼児がどのように獲得していくのかを
検証し、最初から全ての用法が見られるのではなく、特定の用法から他の用法へと徐々に使える範囲が広がっ
ていくという獲得過程を経ると結論づけた。第５章では、大人は手がかりとなる発話を産出していないことを
明らかにし、幼児は格助詞ガの初出の頃には、既にその仕組みを習得しており、大人の手がかりを必要とせず
に格助詞ガを使用できるようになっていることを指摘した。第６章では、格助詞ガと結び付く名詞と述語は大
人と幼児で異なっており、幼児は格助詞ガの初出の頃には、大人の使用に依存せず、自分なりの表現ができる
ようになっていることを明らかにした。第７章では、幼児が格助詞ガを創造的に使用しているのかを検証し、
幼児は「名詞＋ガ」という安定した土台に新しい述語を組み合わせて使用すると結論づけた。第８章では、大
人の対話においては格助詞ガの使用割合が高いという知見を踏まえ、幼児において発話数に対する格助詞ガの
使用割合がどのように変化していくのかを検証し、格助詞ガを集中的に獲得するタイプと、他の言語項目と並
行的に獲得するタイプが存在すると結論づけた。第９章では、心理学の実験で検証されている幼児の格助詞ガ
の理解は部分的なものであるということを指摘した。第10章では、幼児の提題助詞ハの獲得過程と格助詞ガの
獲得過程に違いが見られるのかどうかを検証し、格助詞ガと提題助詞ハの獲得過程の違いは、大人の言語入力
の表現に多様性が見られるかどうかが影響していると指摘した。第11章では、各章で行った検証の結果を整理
した上で、幼児の格助詞ガの獲得過程は、(1)気づき (2)まだ産出できない (3)初出する (4)一般化 (5)使用割
合が高くなる、という段階をふむと結論づけた。複数の幼児の長期に渡る発話データを詳細に分析することで
得られた本論文の結論は、初出時期についての調査だけにとどまっていた格助詞ガの獲得過程研究にとって大
きな前進であり、日本語についての理解を深めるためにも意義あるものである。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 幼児の言語獲得過程は、様々な角度から研究が行われるようになってきているが、研究の対象となる言語は
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ほとんどが英語で、日本語を対象とした研究は限られている。本論文は日本語の助詞の獲得研究について、論
者は一般に入手不可能なデータコーパスを利用して、先駆的研究をまとめることができている。第１章では、
幼児の言語獲得研究に関連するものとして、格助詞ガを研究対象として選んだ理由を述べている。第２章では、
格助詞ガを考察するのに適切なデータとして考えられるコーパスについて考察し、分析ツールについて紹介し
ている。第３章では、幼児が格助詞ガを産出し始める時期において、格助詞ガが他の語とは異なる存在である
ことに気づいているのかについて考察し、意義ある結論をえている。第４章では、幼児が格助詞ガの表す様々
な用法（名詞と述語の関係）を最初から全て使用するのか、まず特定の用法から使用し始め、徐々に他の用法
を使用するようになるのかを検証している。第５章では、データを分析し、大人が幼児の発話モデルを示すこ
とは稀で、幼児は大人の手がかりを必要とせず、格助詞ガを使用していることを指摘している。第６章では格
助詞ガの使用において、幼児と大人で多用する表現に共通性が見られるのかを検証し、幼児と大人で多用する
表現には共通性が見られず、大人が使用することの少ない表現を多用していると指摘している。第７章は幼児
がそれまでに使用したことのない語と結び付けているかを検証し、幼児は「名詞＋ガ」という安定した土台に
新しい述語を組み合わせて使用していると指摘している。第８章では大人の会話では格助詞ガが使用されるこ
とが多いことを踏まえ、格助詞ガの初出以降、月齢が高くなるにつれて格助詞ガの使用割合が高くなっていく
ことを明らかにしている。第９章では心理学の実験と比較して考察している。第１０章では区別の説明が難し
い格助詞ガと提題助詞ハについて、獲得過程に共通性が見られるのかを検証し、提題助詞ハは特定の語と結び
付いて使用が始まり、その違いは大人の発話が影響すると指摘している。以上の結果に基づき、(1)大人の発話
に格助詞ガに気づき始める。(2)大人から多様な表現を言語入力として受けるが、まだ格助詞ガは産出できない。
(3)格助詞ガを初出する。(4)ガの特定の用法から使用し始め、徐々に他の用法へ一般化させる。(5)個人差があ
るが、月齢が高くなるにつれて使用割合が高くなる。という結論は、初出時期についての調査だけにとどまっ
ていた格助詞ガの獲得研究にとって、大きな前進となるものであり、高く評価できる。以上の所見により、本
論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
